






























の Web サイトの情報によれば，国内の 216 もの機関（共同体も含む）が機関リポジ









Kanazawa University Repository for Academic Resources）[4]を，さらに KURA をはじめ
とする日本の機関リポジトリに蓄積された学術情報を横断的に検索可能なリポジト
リポータルの JAIRO（Japanese Institutional Repositories Online）[5]を紹介する．  
 
● 金沢大学学術情報リポジトリ（KURA） 
	 KURA は 2006 年に，金沢大学における教育・研究活動から生み出された学術的な
成果を電子的な形態で保存・公開するシステムとして稼働を開始した（図 1）．以下，
KURA の概要を説明する．なお，他機関の機関リポジトリも，その目的や対象，およ
び，操作方法等においては，KURA と大きな違いはないと考えてよい．  
 
 KURA の対象： 
①学術雑誌掲載論文：本学教職員等が，学外の学術雑誌等に発表した論文や報告  
②紀要：本学刊行の紀要・広報等  





























	 JAIRO は NII が運営する機関リポジトリポータル（機関リポジトリのポータルサイ
ト）で，国内の機関リポジトリに蓄積された学術情報を横断的に検索することができ









図 4	 JAIRO のトップページ	 













































た汎用性の高い学術情報リポジトリの構築を目指した[3]．その概要を 4.1 節から 4.7
節で述べる． 
 
 4.1 開発方針 
 
	 表 1 に開発要件を示す．なお，本開発で解決すべき課題として挙げた項目を表中に
課題 1～課題 4 として示す．  
表 1	 開発要件	 
 
 
 4.2 対象資料 
 
	 アジア図像集成[9]（図 6 左上）として蓄積しているインドの仏像・壁画・遺跡に関
する画像を対象にして開発および検討を行った．また，本システム開発後の検証の目
的で，e-Learning 素材（図 6 左下），四高物理機器（図 6 右上）および「あけぼの衛星」
の観測データ（図 6 右下）に適用した． 
①汎用性の確保 
●メタデータの互換性が確保できること 
⇒ 当該リポジトリ上での詳細な定義と，他リポジトリとの互換性を両立（課題 1） 
●他リポジトリとの連携を行えること 
⇒ OAI-PMH プロトコルを活用した他リポジトリとの連携を実現（課題 4） 
②保守性の確保 
●複数の異種資料の管理を容易に行えること 
⇒ 同一リポジトリに異種資料を容易に共存させる環境を導入（課題 2） 
●多様かつ膨大な数の資料の管理を容易に行えること 






⇒ 地理的位置情報と Google Earth を連携させた検索機能を導入（課題 3） 
第９章 非文献リポジトリとは 
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 4.4 メタデータの互換性の確保 
 








図 6	 対象とした資料の例	 
図 7	 実装例（アジア図像集成）	 
文化資源情報論〔応用編〕 
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性の改善を図った．今回，Google Earth との連携には KML（Keyhole Markup Language）
を用いた． Google Earth 上に表示させる情報には，地名とアジア図像集成へのリンク
を含めることで，Google Earth 上からアジア図像集成への検索も可能となった．図 8
に Google Earth と連携した可視化システムの概要，図 9 Google Earth での表示例を示
す． 
 


















とができたと考える．この取り組は，現在，金沢大学資料館 Virtual Museum Project[10]
図 8	 Google	 Earth と連携した可視化の概要	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 9	 Google	 Earth 上での表示例	 	 	 	 
	 






トリ化されている．図 11 にその表示例を示す．これらは資料館の VM プロジェクト
の Web サイトで閲覧可能である．リポジトリプラットフォームに関しては，我々も
共同研究という形で開発に参加している NII の WEKO[12]を使用している．日本発の
非文献資料に適したリポジトリプラットフォームとして期待したい．また，メタデー
















昭和 44 年(1969)11 月竣工の金沢大学医学図書館設計図控．一部同じ図面のため画像未掲
載．金沢大学附属図書館蔵 
③金沢病院設計図 
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